
●
愛
知
県
知
立
市

　
友
好
都
市
締
結
は
平
成
６
年
１１
月
７

日
に
旧
伊
那
市
で
行
い
ま
し
た
。知
立
市

の
野
外
セ
ン
タ
ー
建
設
が
縁
で
す
。

　

１９
日
は
情
報
交
換
会
と
し
て

「
議
会
改
革
」に
つ
い
て
話
し
合
い

を
行
い
ま
し
た
。主
に
、両
市
と
も

議
会
基
本
条
例
の「
市
長
の
反
問

権
」
が
今
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
権
利
で
あ
る
た
め
、運
用
が

大
変
で
あ
る
こ
と
と
、当
市
が
制
定

を
目
指
す
政
治
倫
理
条
例
に
つ
い

て
も
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、高
遠
城
址
公
園（
桜
の
花

が
終
わ
る
頃
で
非
常
に
残
念
が
り

ま
し
た
。ま
た
、当
市
で
贈
呈
し
た

タ
カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
成
長

が
話
題
）・
美
術
館
・
南
ア
ル
プ
ス
む

ら（
こ
の
場
所
で
パ
ン
の
大
量
販
売

に
驚
い
て
い
ま
し
た
）・
熱
田
神
社

（
山
間
地
に
こ
れ
ほ
ど
の
彫
刻
が
あ

る
こ
と
と
、信
仰
の
厚
さ
に
感
動
）

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

２０
日
は
登
内
時
計
博
物
館（
今

も
時
を
刻
む
時
計
の
陳
列
に
感
嘆
）

　

そ
の
後
、知
立
市
野
外
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、議
員
と
職
員
に
よ
る
手

打
ち
ソ
バ
を
ご
賞
味
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
の
時
、知
立
市
野
外
セ
ン
タ
ー

の
利
用
が
低
迷
し
て
お
り
、利
用
率

の
向
上
を
図
り
た
い
希
望
が
あ
り
ま

し
た
。利
用
率
が
向
上
す
れ
ば
、当

市
に
と
っ
て
も
得
る
も
の
が
あ
る
の
で

一
つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

【
知
立
市
の
紹
介
】

　

愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置

し
、人
口
約
７
万
人
、面
積
１６
・
３
キ

ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。市
の
花
は

「
か
き
つ
ば
た
」で
、伊
勢
物
語
で
在

原
業
平
が
め
で
た
花
と
い
わ
れ
、５
月

初
旬
の
八
橋
か
き
つ
ば
た
園
は
人
々

を
魅
了
し
ま
す
。ま
た
５
月
２
日
・
３

日
に
は「
知
立
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
人
形
浄
瑠
璃
や
か
ら
く

り
が
山
車
の
上
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

●
東
京
都
新
宿
区

　

友
好
締
結
は
昭
和
６１
年
７
月
１２
日
に

旧
高
遠
町
で
行
い
ま
し
た
。現
在
の
新

宿
御
苑
一
帯
が
高
遠
藩
内
藤
家
の
下
屋

敷
で
あ
り
、そ
の
一
帯
が
新
し
い
宿
場

「
内
藤
新
宿
」と
な
っ
た
の
が
縁
で
す
。

●
東
京
都
三
宅
村

　

友
好
町
村
盟
約
締
結
は
昭
和
４５

年
４
月
２１
日
に
旧
高
遠
町
で
行
い

ま
し
た
。江
戸
時
代
の「
絵
島
生

島
」事
件
が
縁
で
す
。

●
静
岡
県
磐
田
市

　

友
好
町
村
盟
約
締
結
は
昭
和
５９

年
８
月
１
日
に
旧
長
谷
村
で
行
い

ま
し
た
。旧
福
田
町（
現
磐
田
市
）

と
三
峰
川
・
天
竜
川
で
結
ば
れ
た

「
海
」と「
山
」の
地
域
が
縁
で
す
。

●
福
島
県
会
津
若
松
市

　

親
善
交
流
締
結
は
平
成
１２
年
９
月

１２
日
に
旧
高
遠
町
で
行
い
ま
し
た
。高

遠
藩
主
保
科
正
之
公
が
会
津
松
平
藩

初
代
藩
主
に
な
っ
た
の
が
縁
で
す
。

●
福
島
県
猪
苗
代
町

　

親
善
交
流
締
結
は
平
成
１６
年
９

月
２３
日
に
旧
高
遠
町
で
行
い
ま
し

た
。会
津
若
松
市
と
同
様
に
保
科

正
之
公
の
縁
で
す
。

●
中
華
人
民
共
和
国

　

北
京
市・通
州
区

　

友
好
締
結
は
平
成
６
年
１１
月
２２

日
に
旧
伊
那
市
で
行
い
ま
し
た
。

知
立
市
議
会
と
４
月
１９
日
と

２０
日
に
交
流
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

伊
那
市
の
友
好
都
市

及
び
団
体
は

市
報
い
な

公
民
館
報
い
な

議
会
だ
よ
り

ふ
く
し
伊
那

総
務
委
員
会
の
活
動
報
告

総
務
委
員
会
の
活
動
報
告
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議
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業　　務　　内　　容

庶務、文書、例規、職員、消防、防災、秘書、広報、公聴、
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学校教育、生涯学習、その他教育、学術、文化、スポーツ振興

情報交換会にて意見を交わす

観桜客に会津の「高遠蕎麦」を振舞う

　

こ
の
委
員
会
で
は
、５
月
１４
日
か

ら
１６
日
ま
で
、国
土
交
通
省
と
国

会
議
員
へ
の
要
望
活
動
と
、先
進
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
の
で
、そ
の
報

告
を
掲
載
し
ま
す
。

　

５
月
１４
日
に
国
土
交
通
省
中
部

地
方
整
備
局
と
中
日
本
高
速
道
路

㈱
名
古
屋
支
社
へ
の
提
言
活
動

を
、１５
日
に
は
吉
田
博
美
参
議
院

議
員
事
務
所
、宮
下
一
郎
衆
議
院

議
員
事
務
所
及
び
国
土
交
通
省
道

路
局
長
・
部
長
・
調
整
官
へ
の
提
言

活
動
を
行
い
、ま
た
埼
玉
県
三
郷

市
の
バ
ス
交
通
再
編
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。１６
日
に
は
国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局
へ
の
提
言
活
動

と
埼
玉
県
坂
戸
市
の
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
国
土
交
通
省
へ
の
提
言
活
動

　

中
部
地
方
整
備
局
・
本
省
・
関
東

地
方
整
備
局
に
対
し
て
提
言
書
を

提
出
し
、懇
談
し
ま
し
た
。

　

主
な
提
言
内
容
は
、国
道
１
５

３
号
全
線
の
直
轄
指
定
区
間
へ
の

編
入
。１
５
３
号
伊
那
バ
イ
パ
ス

の
事
業
促
進
及
び
伊
駒
ア
ル
プ
ス

ロ
ー
ド
の
早
期
事
業
化
。国
道
３

６
１
号
の
伊
那
市
街
地
に
お
け
る

バ
イ
パ
ス
化
な
ど
の
調
査
と
早
期

事
業
化
。国
道
１
５
２
号
の
道
路

改
良
の
促
進
。小
黒
川
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
促

進
。
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
予
算
の
確

保
な
ど
で
す
。

●
中
日
本
高
速
道
路
㈱　
　
　

　

名
古
屋
支
社
へ
の
提
言
活
動

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ（
ネ
ク
ス
コ
）中
日

本
名
古
屋
支
社
の
副
支
社
長
に
対

し
て
小
黒
川
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
へ

の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設

置
の
要
望
書
を
提
出
し
、懇
談
し

ま
し
た
。

●
国
会
議
員
へ
の
提
言
活
動

　

吉
田
博
美
参
議
院
議
員
は
参
議

院
幹
事
長
室
で
、宮
下
一
郎
衆
議

院
議
員
へ
は
議
員
会
館
自
室
に
て

提
言
書
を
手
渡
し
て
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

●
三
郷
市
バ
ス
交
通
再
編
視
察

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、市
民
が
バ

ス
に
求
め
る
も
の
と
し
て
①
速
達

性
②
定
時
制
③
運
行
時
間
帯
が
幅

広
い
④
運
行
本
数
が
多
い
⑤
自
宅

近
く
に
バ
ス
停
が
あ
る
⑥
運
賃
が

１
５
０
円
程
度
ま
で
の
６
点
が
洗

い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
基
に
三
郷
市
で
は
、市

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
な
っ
て

バ
ス
事
業
者
の
運
賃
の
み
で
事
業

を
ま
か
な
う
こ
と
を
基
本
方
針
に

路
線
の
再
編
を
行
い
、新
規
事
業

者
へ
も
働
き
か
け
て
路
線
を
開

設
。次
第
に
路
線
を
増
や
し
て
、現

在
で
は
６
社
６９
路
線
が
運
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
坂
戸
西
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
視
察

　

埼
玉
県
中
西
部
に
位
置
す
る

坂
戸
市
は
、都
心
か
ら
４５
㎞
。坂

戸
西
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
増
収
額
か
ら
管
理
運
営
費
を

引
い
た
差
額
が
３
・
２
億
円
／
年

と
、非
常
に
高
い
採
算
性
が
期
待

さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
で
す
。

　

さ
ら
に
地
区
協
議
会
へ
の
丁
寧

な
説
明
や
土
地
取
得
条
件
が
そ

ろ
っ
て
い
た
こ
と
も
、問
題
な
く
整

備
が
進
め
ら
れ
た
要
因
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

提
言
活
動
と
視
察

視
察
報
告

視
察
報
告

視
察
報
告

道
路
・
交
通
対
策
特
別
委
員
会

特
集 
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総
務
委
員
会
は
総
務
・
教
育
・
防
災
な
ど
、幅
広
く
市
民
生
活
に
係
る
委
員

会
で
す
。今
回
は
そ
の
中
で
、都
市
間
交
流
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

伊
那
市
は
現
在
、７
都
市
と
友
好
を
深
め
て
お
り
、地
域
の
活
性
化
・
防
災

な
ど
、相
互
に
学
び
助
け
合
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
知
立
市
議
会
と
の
交
流
を
紹
介
し
ま
す
。

宮下一郎衆議院議員に提言書を
手渡す小平委員長

で
す

【お知らせ】

道路・交通問題に関する懇談会を開きます。

日　時　　平成２５年９月２６日（木）　
　　　　　午後６時３０分から８時３０分まで
場　所　　伊那市役所１階　多目的ホール
主　催　　伊那市議会「道路・交通対策特別委員会」

市内の重要な幹線道路網の整備や公共交通について、市民の皆様のご意見をお聞きする懇談会を開
きます。どなたでも参加できますので、お気軽にお越しください。

お問い合わせ先

電話0265-96-8149（直通）
伊那市議会事務局

吉
田
博
美
参
議
院
議
員
へ
の
提
言
活
動

 　
　
　
（
参
議
院
幹
事
長
室
に
て
）

橋爪重利委員

前澤啓子副委員長
唐澤千明委員

前田久子副議長

小平恒夫委員長

柴満喜夫委員

伊藤泰雄議長

若林徹男委員

28 27市報いな 市報いな

　

道
路
・
交
通
対
策
特
別
委
員
会
は
、議
長
の
諮
問
に
よ
り
主
要
道
路
及
び

交
通
の
問
題
に
つ
い
て
、調
査
・
研
究
・
提
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員
会
の
役
割


